
白川町総合計画審議会（総合戦略検証委員会）次第

日時：令和５年１１月１０日（金）１０時

場所：白川町町民会館１階 大研修室

１．任命書の交付

２．開会

３．自己紹介 資料１

４．会長、副会長の選出

会長 副会長

（協議事項）

５．白川町第 6次総合計画の検証について 資料２

６．白川町まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証について 資料３

（報告事項）

７．地方創生推進交付金事業について 資料４

８．その他

９．閉会

＜資料＞

資料１ 白川町総合計画審議会委員名簿・白川町総合計画審議会条例

資料２ 白川町第６次総合計画の検証について ＫＰＩ達成状況一覧

資料３ ｢まち・ひと・しごと創生総合戦略｣の検証について

白川町まち・ひと・しごと創生総合戦略 ＫＰＩ達成状況一覧

資料４ 令和 4年度ドローンを活用した若者定住促進プロジェクト事業実績



（裏面）



白川町総合計画審議会委員名簿 資料１

区分 氏名 住所 備考

1 (1)町議会議員 議長 藤井　宏之 加茂郡白川町黒川3383

2 (1)町議会議員 総務常任副委員長 佐伯　好典 加茂郡白川町赤河449

3
(2)産業及び、経済
団体等の役職員

白川町森林組合 組合長 加藤　邦之 加茂郡白川町黒川941-2

4
(2)産業及び、経済
団体等の役職員

白川町農業委員会 会長 榊間　博幸 加茂郡白川町黒川4117 新

5
(2)産業及び、経済
団体等の役職員

白川町商工会 会長 長尾　達美 加茂郡白川町坂ノ東2797

6
(2)産業及び、経済
団体等の役職員

白川町観光協会 会長 鈴村　雄二 加茂郡白川町黒川1357-1

7
(2)産業及び、経済
団体等の役職員

白川町商工会　理事
（有限会社　尾古志製作所）

後藤　茂巳 加茂郡白川町三川1429-1

8
(2)産業及び、経済
団体等の役職員

集落支援員 塩月　祥子 加茂郡白川町黒川2584-4

9
(3)公共的団体等
の役職員

白川町消防団 団長 山中　剛彦 加茂郡白川町上佐見4211-1

10
(3)公共的団体等
の役職員

自治協議会 会長 田口　良一 加茂郡白川町上佐見135 新

11
(3)公共的団体等
の役職員

校長会会長（黒川中学校長） 纐纈　眞彦 白川町立黒川中学校 新

12
(3)公共的団体等
の役職員

青少年育成町民会議 会長 小栗　敏弘 加茂郡白川町河岐1694-3

13
(3)公共的団体等
の役職員

子育て指導員 安江　万美子 子育て支援センター

14
(3)公共的団体等
の役職員

清流会　理事長 浅井　長可 加茂郡白川町赤河1454-2

15
(3)公共的団体等
の役職員

社会福祉協議会　事務局長 福田　喜美子 加茂郡白川町三川2065-2

16
(3)公共的団体等
の役職員

白川町老人クラブ連合会 会長 古田 博彦 加茂郡白川町黒川1657-5

17 (4)学識経験者 岐阜協立大学　教授 竹内　治彦 大垣市北方町5-50
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○白川町総合計画審議会条例

(設置)

第1条 地方自治法(昭和22年法律第67号)第138条の4第3項の規定に基づき、白川町総合計画審議

会(以下「審議会」という。)を設置する。

(所掌事務)

第2条 審議会は、町長の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査及び審議する。

(1) 白川町総合計画(以下「総合計画」という。)の策定及び成果の検証に関すること。

(2) まち・ひと・しごと創生法(平成26年法律第136号)第10条の規定による白川町まち・ひと・

しごと創生総合戦略(以下、「総合戦略」という。)に関すること。

(3) 前2号に掲げるもののほか、総合計画及び総合戦略に関し、町長が必要と認める事項

(組織)

第3条 審議会は、委員20人以内で組織する。

2 委員は、次の各号に掲げる者のうちから、町長が任命する。

(1) 町議会議員

(2) 産業及び、経済団体等の役職員

(3) 公共的団体等の役職員

(4) 学識経験者

(委員の任期)

第4条 委員の任期は、2年とする。ただし、前条1号から3号までに掲げる職をもつて任命された

委員は、その職の在任期間とし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。

(会長及び副会長)

第5条 審議会に会長及び副会長各1名を置き、委員の互選によつて定める。

2 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、その職務を代

行する。

(会議)

第6条 審議会は、会長が招集する。

2 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

3 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。

(部会)

第7条 会長は、専門的事項を調査審議するため、必要に応じ部会を置くことができる。
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(庶務)

第8条 審議会の庶務は、企画課において行う。

(委任)

第9条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、町長が定める。

附 則

(施行期日)

1 この条例は、公布の日から施行する。

(白川町総合開発審議会条例の廃止)

2 白川町総合開発審議会条例(昭和39年白川町条例第26号)は、廃止する。

附 則(平成11年3月12日条例第7号)

この条例は、平成11年4月1日から施行する。

附 則(平成17年3月11日条例第15号)

この条例は、平成17年4月1日から施行する。

附 則(平成26年3月5日条例第10号)抄

(施行日)

1 この条例は、平成26年4月1日から施行する。

附 則(令和3年3月3日条例第2号)

この条例は、令和3年4月1日から施行する。
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0,
38

8
ピ

ア
チ

ェ
ー

レ
、

ゴ
ル

フ
場

、
ク

オ
ー

レ
来

場
者

数
29

1,
60

0
人

/年
単

年
値

2
体

験
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

宿
泊

者
数

0
12

9
61

%
38

5
と

み
だ

、
在

所
で

の
宿

泊
体

験
数

63
0

人
/年

単
年

値
基

本
施

策
３

 
商

工
業

の
振

興
1

商
工

会
会

員
数

37
3

36
9

97
%

36
9

商
工

会
決

算
書

よ
り

報
告

38
1

人
/年

単
年

値
2

経
営

指
導

員
に

よ
る

相
談

及
び

指
導

数
71

8
96

8
高

齢
化

や
コ

ロ
ナ

に
よ

る
廃

業
82

7
商

工
会

決
算

書
よ

り
報

告
89

0
件

/年
単

年
値

基
本

施
策

４
 

な
り

わ
い

づ
く

り
と

雇
用

の
創

出
1

担
い

手
の

数
0

1
75

%
3

ワ
ー

ク
ド

ッ
ト

従
業

員
数

 
+

2名
4

人
累

計
値

2
新

規
開

業
企

業
の

雇
用

人
員

0
13

11
9%

19
創

業
支

援
 

+
6名

16
人

累
計

値
3

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
誘

致
0

0
25

%
1

+
１

者
（

Ze
ns

hi
n）

4
社

累
計

値
基

本
施

策
５

 
自

然
と

資
源

の
ブ

ラ
ン

ド
化

1
G

AP
・

JA
S認

定
団

体
数

3
3

3
製

茶
組

合
1社

、
茶

生
産

販
売

会
社

2社
13

団
体

累
計

値
Ⅱ

 
生

き
が

い
と

活
躍

の
場

を
作

り
、

健
や

か
な

暮
ら

し
に

活
か

す
基

本
施

策
１

 
保

健
・

医
療

・
社

会
保

障
の

充
実

1
健

康
寿

命
 

男
77

.6
79

.5
-

79
.9

日
常

生
活

動
作

が
自

立
し

た
平

均
期

間
延

伸
単

年
値

 
 

 
 

 
女

84
.7

84
.8

-
85

.3
※

国
保

D
Bか

ら
算

出
 

要
介

護
認

定
無

し
～

要
介

護
１

ま
で

2
自

殺
者

数
3

2
-

2
令

和
4年

度
は

0人
0

人
累

計
値

基
本

施
策

２
 

地
域

福
祉

の
推

進
1

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
し

て
い

る
人

の
割

合
20

-
-

-
地

域
福

祉
町

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R5

年
度

実
施

）
25

％
/年

単
年

値
基

本
施

策
３

 
子

育
て

環
境

の
充

実
1

子
育

て
を

楽
し

い
と

思
う

人
の

割
合

60
-

-
-

次
回

調
査

R6
年

度
(5

年
に

一
度

の
調

査
）

80
％

/年
単

年
値

2
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

利
用

者
数

3,
50

0
2,

40
0

97
%

3,
40

0
R4

年
4月

～
R5

年
3月

 
利

用
者

数
合

計
3,

50
0

人
/年

単
年

値
基

本
施

策
４

 
高

齢
者

福
祉

の
充

実
1

幸
せ

と
感

じ
て

い
る

高
齢

者
の

割
合

53
-

-
-

地
域

福
祉

町
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

R5
年

度
実

施
）

60
％

/年
単

年
値

2
地

域
の

集
い

の
場

に
参

加
し

て
い

な
い

高
齢

者
の

割
合

44
-

-
-

地
域

福
祉

町
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

R5
年

度
実

施
）

35
％

/年
単

年
値

基
本

施
策

５
 

障
が

い
者

福
祉

の
充

実
1

就
労

継
続

支
援

A型
の

新
規

利
用

者
数

4
0

0%
0

雇
用

契
約

あ
り

利
用

者
数

8
人

累
計

値
目

標
値

12
人

2
就

労
継

続
支

援
B型

の
新

規
利

用
者

数
35

3
19

%
3

雇
用

契
約

な
し

利
用

者
数

16
人

累
計

値
目

標
値

51
人

6



基
本

目
標

・
基

本
施

策
・

成
果

指
標

基
準

値
R３

年
度

変
動

要
因

（
KP

I減
の

理
由

）
/達

成
率

R４
年

度
数

値
根

拠
目

標
値

単
位

計
算

方
法

備
考

Ⅲ
 

最
新

技
術

と
情

報
を

安
全

・
安

心
な

暮
ら

し
に

活
か

す
基

本
施

策
１

-1
 

道
路

交
通

網
の

整
備

1
快

適
化

事
業

率
75

36
63

%
50

道
路

改
良

要
望

件
数

 
10

件
の

う
ち

5件
事

業
化

80
％

累
計

値
2

道
路

橋
梁

修
繕

（
健

全
性

の
診

断
結

果
Ⅲ

判
定

以
上

）
5

9
点

検
に

よ
り

Ⅲ
判

定
が

12
橋

と
な

っ
た

12
橋

梁
点

検
に

よ
る

0
橋

累
計

値
基

本
施

策
１

-2
 

公
共

交
通

の
充

実
1

公
共

交
通

年
間

利
用

者
数

45
,0

00
42

,4
60

10
2%

50
,9

27
R4

.4
～

R5
.3

（
濃

飛
バ

ス
、

デ
マ

ン
ド

、
JR

接
続

便
）

50
,0

00
人

/年
単

年
値

基
本

施
策

２
 

情
報

基
盤

・
先

端
技

術
の

利
活

用

1
SN

Sの
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
3,

77
5

30
0

83
%

3,
97

2

す
ぐ

メ
ー

ル
Li

ne
 

22
17

人
fa

ce
bo

ok
 

71
3人

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
 

93
8人

yo
ut

ub
e 

10
4人

4,
80

0
人

/年
単

年
値

2
IC

Tを
活

用
し

た
取

り
組

み
件

数
2

4
50

%
5

①
U

D
ト

ー
ク

、
②

ド
ロ

ー
ン

、
③

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
、

④
ス

マ
ー

ト
農

林
業

、
⑤

建
設

Ｉ
Ｃ

Ｔ
10

件
累

計
値

基
本

施
策

３
 

消
防

防
災

対
策

の
充

実

1
実

消
防

団
員

数
／

団
員

定
数

98
.8

95
人

口
減

少
に

よ
る

加
入

対
象

者
数

の
減

92
定

員
40

0人
、

団
員

36
7人

（
機

能
別

含
む

）
、

人
口

7,
73

2人
98

％
以

上
累

計
値

2
白

川
町

の
強

靭
化

度
42

45
94

%
50

洪
水

と
土

砂
災

害
の

内
容

を
１

つ
に

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
紙

媒
体

の
ほ

か
W

EB
版

を
導

入
し

、
町

Ｈ
Ｐ

で
公

開
53

点
以

上
累

計
値

基
本

施
策

４
-1

 
生

活
環

境
の

充
実

（
生

活
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

と
維

持
）

1
合

併
処

理
浄

化
槽

の
普

及
率

80
83

高
齢

世
帯

の
増

加
、

人
口

減
少

な
ど

浄
化

槽
設

置
基

数
の

減
79

合
併

浄
化

槽
人

口
/住

民
基

本
台

帳
人

口
86

％
累

計
値

2
水

道
有

収
率

73
69

漏
水

及
び

水
道

管
工

事
に

伴
う

水
道

水
の

放
流

の
た

め
有

収
率

が
下

が
っ

た
。

66

年
間

総
配

水
量

：
1,

09
7,

36
7㎥

年
間

有
収

水
量

：
72

3,
19

0㎥
白

川
簡

水
：

60
.7

%
赤

川
簡

水
：

73
.6

%
飛

騨
川

簡
水

：
57

.2
%

三
川

簡
水

：
81

.4
%

黒
川

簡
水

：
72

.4
%

80
％

/年
単

年
値

基
本

施
策

4-
2 

生
活

環
境

の
充

実
（

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
）

1
町

民
の

交
通

死
亡

事
故

件
数

0
0

0
町

民
0人

、
町

外
者

1人
0

件
/年

単
年

値

2
犯

罪
発

生
件

数
32

10
窃

盗
犯

罪
件

数
の

増
18

【
R3

】
粗

暴
犯

3件
、

窃
盗

犯
2件

、
知

能
犯

2件
、

そ
の

他
刑

法
犯

3件
【

R4
】

粗
暴

犯
2件

、
窃

盗
犯

16
件

、
10

件
以

下
累

計
値

3
電

子
申

請
可

能
業

務
数

0
10

19
3%

27
オ

ン
ラ

イ
ン

化
推

進
手

続
き

一
覧

14
以

上
 業

務
累

計
値

基
本

施
策

５
 

自
然

環
境

の
保

全
1

里
山

林
整

備
に

よ
る

住
民

の
満

足
度

-
80

10
0%

80
整

備
地

区
住

民
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
日

向
・

上
赤

河
）

80
％

/年
単

年
値

2
ゴ

ミ
の

再
生

利
用

数
（

県
民

間
改

修
指

数
含

）
32

24
ご

み
排

出
量

の
減

、
資

源
ご

み
回

収
量

減
14

資
源

ご
み

排
出

量
/ご

み
総

排
出

量
32

％
累

計
値

7



基
本

目
標

・
基

本
施

策
・

成
果

指
標

基
準

値
R３

年
度

変
動

要
因

（
KP

I減
の

理
由

）
/達

成
率

R４
年

度
数

値
根

拠
目

標
値

単
位

計
算

方
法

備
考

Ⅳ
 

ふ
る

さ
と

愛
を

育
み

次
世

代
の

ま
ち

づ
く

り
に

活
か

す
基

本
施

策
１

 
教

育
環

境
の

充
実

1
個

別
的

・
最

適
な

指
導

-
78

11
9%

83
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
小

5～
中

3対
象

）
※

毎
年

10
月

実
施

70
％

/年
単

年
値

2
個

性
的

な
学

習
-

75
10

9%
76

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

小
5～

中
3対

象
）

※
毎

年
10

月
実

施
70

％
/年

単
年

値
3

協
働

的
な

学
び

-
82

11
9%

83
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
小

5～
中

3対
象

）
※

毎
年

10
月

実
施

70
％

/年
単

年
値

基
本

施
策

２
 

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

1
公

民
館

講
座

参
加

人
数

2,
72

0
1,

64
4

88
%

2,
36

9
各

地
区

公
民

館
19

34
 

中
央

公
民

館
43

5
2,

70
0

人
/年

単
年

値
2

ス
ポ

ー
ツ

リ
ン

ク
白

川
登

録
者

数
56

7
71

9
人

口
減

少
、

コ
ロ

ナ
に

よ
る

運
動

離
れ

55
4

ス
ポ

ー
ツ

リ
ン

ク
白

川
最

終
会

員
数

55
4

56
0

人
/年

単
年

値
3

楽
集

館
利

用
者

数
19

,0
84

8,
24

5
42

%
8,

87
8

来
館

者
数

（
全

体
）

82
45

21
,0

00
人

/年
単

年
値

4
楽

集
館

図
書

貸
し

出
し

冊
数

45
,0

56
40

,9
48

94
%

46
,8

16
貸

出
（

CD
、

D
VD

含
む

）
50

,0
00

点
/年

単
年

値
基

本
施

策
３

 
芸

能
・

文
化

の
振

興
1

文
化

協
会

加
入

者
数

30
5

26
4

会
員

の
高

齢
化

25
4

白
川

町
文

化
協

会
最

終
会

員
数

30
0

人
/年

単
年

値
2

新
規

文
化

財
登

録
数

87
0

0%
0

新
規

登
録

な
し

5
件

累
計

値
目

標
値

９
２

件
基

本
施

策
４

 
自

分
を

活
か

す
・

生
き

る
力

の
醸

成
1

子
ど

も
の

良
さ

を
伸

ば
す

経
験

の
機

会
-

71
12

5%
75

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

小
5～

中
3対

象
）

※
毎

年
10

月
実

施
60

％
/年

単
年

値
2

地
域

行
事

の
参

加
意

欲
-

78
98

%
78

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

小
5～

中
3対

象
）

※
毎

年
10

月
実

施
80

％
/年

単
年

値
基

本
施

策
５

 
ふ

る
さ

と
白

川
を

思
い

続
け

る
心

の
醸

成
1

「
ふ

る
さ

と
白

川
」

の
良

さ
の

認
識

-
61

93
%

65
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
小

5～
中

3対
象

）
※

毎
年

10
月

実
施

70
％

/年
単

年
値

2
「

ふ
る

さ
と

白
川

」
の

課
題

の
認

識
-

53
97

%
58

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

小
5～

中
3対

象
）

※
毎

年
10

月
実

施
60

％
/年

単
年

値
3

課
題

解
決

（
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
）

の
意

欲
-

48
10

8%
54

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

小
5～

中
3対

象
）

※
毎

年
10

月
実

施
50

％
/年

単
年

値
Ⅴ

 
住

み
続

け
る

人
、

住
み

た
い

人
の

良
さ

、
つ

な
が

り
を

活
か

す
基

本
施

策
１

 
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

推
進

1
自

治
会

加
入

率
86

.2
0

88
.0

0
10

3%
88

.2
3

自
治

会
長

報
告

数
/世

帯
数

(日
本

人
)

86
％

/年
単

年
値

基
本

施
策

２
 

地
域

間
交

流
・

関
係

人
口

の
創

出

1
応

援
人

口
の

数
1,

34
0

1,
21

2
51

%
1,

51
6

ふ
る

さ
と

会
員

数
 

29
6人

ふ
る

さ
と

納
税

者
数

 
12

20
人

3,
00

0
人

/年
単

年
値

2
ふ

る
さ

と
納

税
の

納
税

額
35

,0
00

30
,5

54
66

%
33

,7
94

R4
年
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｢まち・ひと・しごと創生総合戦略｣の検証について

１．人口の動向
（１）総人口の推移
　令和５年４月現在で、７，３３５人、３，０７０世帯となっています。※外国人含む
人口、世帯ともに減少傾向は続いています。

（２）自然動態
　令和４年の自然動態は、出生数１６人、死亡数１７２人で１５６人の減少とな
りました。
　今後も出生数の上昇（増加）は難しいことが予想されます。

出典：住民基本台帳

人
口
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人 

）
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数

0

2,000
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平成２０年以降の人口推移

男 女 世帯数 出典：住民基本台帳
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白川町の社会動態

転入数 転出数 社会増減数

（３）社会動態
　令和４年の社会動態は、８５人の減少となりました。
　平成２９年に社会増減数（転入転出の差）が２９人にまで減少しましたが、その後
は再び増加傾向となっています。

出典：住民基本台帳

移住者の受入れ・空家バンクの登録状況（移住交流サポートセンター実績）

年／地区 白川 白川北 蘇原 黒川 佐見 計
左のうち
中学生以下

Ｈ２７ ― １世帯
（１人）

４世帯
（７人）

１世帯
（３人）

１世帯
（４人）

７世帯
（１５人）

３人

Ｈ２８
３世帯
（５人）

４世帯
（５人）

５世帯
（１５人）

４世帯
（４人）

１世帯
（１人）

１７世帯
（３０人）

６人

Ｈ２９
３世帯
（８人）

２世帯
（７人）

２世帯
（６人）

６世帯
（１３人）

― １３世帯
（３５人）

１０人

Ｈ３０
１世帯
（１人）

― ７世帯
（１２人）

３世帯
（６人）
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１５世帯
（２８人）
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Ｒ１ ― ― ３世帯
（５人）

４世帯
（９人）

１世帯
３人

８世帯
（１７人）
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（２８人）

２人

Ｒ３
３世帯
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合計
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空家バンク
登録状況

１８件
（+４）

１０件
（+３）

２６件
（+１１）

１４件
（+２）

１０件
（△２）

７８件
（+１８）
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令和４年度ドローンを活用した若者定住促進プロジェクト
事業実績

１．人材（町内における操縦技術者）の養成
　①町民のドローン操縦技術習得補助

• Ｒ２年度～継続事業
• 免許制度への移行問題

　②中学生へのプログラミング、動画編集授業
• 白川中　プログラミング３授業
• 黒川中　プログラミング授業、動画編集

２．実証実験（建設業との連携）
　①インフラ点検実証実験

• 土木係と連携してドローン活用研究を実施
人力では実施困難な個所のインフラ点検を中心に、
ドローンの優位性を活かせる実施内容を検討し、
河川内にある橋梁の躯体点検を水中ドローンを使用して実施する。

　②建設業へのＩＣＴ活用提案
• ドローンによる３Ｄ測量と建設ＩＣＴの取組を、
町内外の建設業に提案

３．若年層へのドローン認知度アップ
　①イベントの開催

• ホビードローンレース夏休みツアーズ

計画　１４名
実績　１名
・田口英雄（坂ノ東）
免許制度移行により取得者受験控え

白中　PG教室（7/15,9/9,9/30実施）ｱﾝｹｰﾄ結果ICT関連町内就職可能性　14.8％(Yes4/27)
　　　動画編集（・・10/14実施）ｱﾝｹｰﾄ結果撮影系関連町内就職可能性　22.5％(Yes7/31)
黒中　PG教室（1/13,2/3,2/16実施）ｱﾝｹｰﾄ結果ICT関連町内就職可能性　0％(Yes0/7)
※どの中学校も企画自体の感想は「楽しい」がほとんど(普通が2人)だった。新しい分野で
の仕事の可能性について、一定の効果はあったと思われる。

●水中ドローン　12/21実施（葛牧橋、白川）建設業者や県職員11名参加（読売新聞取材）
(実績考察）インフラ点検の新技術活用について、町内業者に一定の理解を得た。

●建設ICTの普及　2/7実施（切井）町内建設業者8名、ドローン学校若干名参加
（実績考察）土木業の測試効率化の取り組み。その後も、丸ス・大脇、他ドローン学校に
おいて活用・請負している。（参加者で15件以上、その他企業で100件以上）

●実施実績　6回(ﾄﾞﾛｰﾝﾊﾟｰｸ5/5,8/21,2/25、各地区ふれあいｾﾝﾀｰ7/25,8/2,8/18）
　参加者は、どれも10人未満であったが、リピーターやﾄﾞﾛｰﾝﾊﾟｰｸへの移行など継続的な関
係性を築けた。そのほかにも、週末には継続的に体験会を開催している。

資料４
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令和４年度ドローンを活用した若者定住促進プロジェクト
事業実績

　②小中学校行事のドローン空撮・体験授業
• 白川中学校　団結祭（5/24）視聴数211ビュー
• 黒川中学校　体育祭（9/17）視聴数50ビュー
• 白川小学校　ドローン体験授業（2/24）
• 蘇原小学校　運動会（10/8）視聴数250ビュー
• 黒川小学校　発見ウォーク（11/11）視聴数3ビュー
• 佐見小学校　運動会（10/15）、体験授業　視聴数50ビュー

※白川町公式YOUTUBEに公開し、保護者限定公開した。

４．ドローンツーリズムの実施
　①町外のパイロットを対象とした空撮ＰＲ動画コンテスト

　②日本マルチコプター協会（ＪＭＡ）主催のドローンレース大会
　　とき　3月4日（土）
　　場所　４１ドローンパーク（旧チャオ）
　　内容　ドローンに搭載したカメラ映像をモニターに操縦する
　　　　　ＦＰＶドローンを使った全国大会を白川町に誘致

５．ドローン拠点施設の整備
　　旧チャオをドローンの拠点施設に整備するため、備品購入等
　を実施。レース用フラッグや陳列棚やモニターを購入する。
　　また、旧施設の青空市看板を撤去、４１ドローンパーク看板を設置

●実績　エントリー2022/12/17～2023/2/28
　　　　審査期間　2023/3/4～2023/3/12
※審査をTwitter、YOUTUBEで募集、4作品の合計2100ビューを獲得
　グランプリは、奥村ディレクター榊間撮影に決定した。授賞式を3/28に実施
　グランプリ作品は、冬をテーマにしているが白川町紹介PR動画に活用する

●実績　全国からドローンレーサーを招き、ドローンレース大会を開催した
　　　　参加者34名+YOUTUBE配信、当日岐阜新聞の取材+Web掲載
　　　　ピアチェーレやよいいち、町内企業から協賛をいただき、イベントを盛り上
　　　げていただいた。参加者からも特産品に好評を得た。
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